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インターンシップに関する一斉アンケートにご協力をお願いいたします。 

 

インターンシップの現状を把握し必要な対策を提案していく事業の一環として、

このたびインターンシップに関するアンケートを実施することとなりました。その

集計結果については行政機関に提出する予定です。 

 つきましてはお忙しいところ誠に恐れ入りますが１１月３０日（金）までにアン

ケートにご回答の上、ご返送いただけますようお願い申し上げます。 

なお、アンケートの内容についてはこのホームページからもダウンロードできま

す。 

 
※全国の大学様および当協会が無作為に抽出した企業・団体様にはすでに同アンケ

ートをお送りしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

 2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケート調査票（高等教育機関用） 
 

送信先：特定非営利活動法人 日本インターンシップ推進協会事務局 
FAX 03-5840-8523  E-mail  kipc@sky.plala.or.jp 

（ご記入後はＦＡＸまたはＥメールにて事務局までご返送ください。） 
 
（フリガナ） 
機関名 

 

学校区分 
（○をつけて

ください） 

ａ．大学 
ｂ．短期大学 
ｃ．高等専門学校 

所在地 〒 
 

連絡先 
部署・役職名 
 

氏名 
 
 

ＴＥＬ  
 

ＦＡＸ  

Ｅ-mail 
 
 
 

ＵＲＬ 
 
http:// 
 

※差し支えのない範囲でご記入をお願いいたします。 
※□に設問が合っていれば∨印を記入して下さい。 
 
 
Ｑ１．派遣学生の学年（学部）に○印をつけ、人数をご記入下さい。 
 

Ａ 大学院（理系）                  （      ）人 
Ｂ 大学院（文系）                  （      ）人 
Ｃ 大学４年（理系）                 （      ）人 
Ｄ 大学４年（文系）                 （      ）人 
Ｅ 大学３年（理系）                 （      ）人 
Ｆ 大学３年（文系）                 （      ）人 
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Ｇ 大学２年（理系）                 （      ）人 
Ｈ 大学２年（文系）                 （      ）人 
Ｉ 大学１年（理系）                 （      ）人 
Ｊ 大学１年（文系）                 （      ）人 
Ｋ 短期大学２年（理系）               （      ）人 
Ｌ 短期大学２年（文系）               （      ）人 
Ｍ 短期大学１年（理系）               （      ）人 
Ｎ 短期大学１年（文系）               （      ）人 

 
 
 

Ｑ２．大学のカリキュラム上の位置付けはどのようですか。 
□ 授業の一環として取り入れている。 
  （１．単位を付与する。（  ）単位  ２．単位は付与しない） 
□ ゼミや実習の一部として取り入れている。 
  （１．単位を付与する。（  ）単位  ２．単位は付与しない） 
□ 事務的な処理は大学で行うが、学生の自主的参加に委ねている。 
□ その他（        ） 

 
Ｑ３．実施期間はどの位ですか。（いろいろある場合は最も多い期間を回答してください） 

□ １週間以内 
□ ２週間   
□ ３週間  
□ １カ月 
□ １カ月以上 
□ 特に期間は定めていない  

 
Ｑ４．実施時期は何時頃ですか。 

□ ４月～６月（主として前期授業期間中） 
□ ７月～９月（主として夏期休暇中）  
□ １０月～１月（主として後期授業期間中） 
□ ２月～３月（主として春期休暇中） 

 
Ｑ５．インターンシップを導入した目的・動機は何ですか。（複数回答可） 
□ 学生のキャリア開発の支援 
□ 学校のＰＲ 
□ 就職後のミスマッチ防止 
□ 教育効果を高めるため 
□ 企業とのパイプ作り 
□ 産学協同研究の一環 
□ 企業からの情報収集 
□ 学生の意識を高めるため 
□ その他（  ） 

 
Ｑ６．派遣先企業はどのように依頼しましたか。（複数回答可） 

□ 大学から直接企業に依頼した。 
□ 大学から卒業生を通して企業に依頼した。 
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□ 仲介を行っている公設機関を利用して依頼した。 
□ 仲介を行っている民間企業（団体を含む）を利用して依頼した。 
□ 企業から直接依頼された。 
□ 協会・経営者団体を利用して依頼した。 
□ 学生が独自に探してきた企業に依頼した。 
□ 主に活用しているホームページ（                      ） 
□ その他（        ） 
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Ｑ７．企業と学生のマッチングはどのようにして行いましたか。 
□ 一覧表を掲示して学生の希望で。 
□ 担当者が学生と個別に面談して。 
□ 仲介機関が開催するマッチング会で。 
□ 学生が独自に企業を探してきたのでマッチングはしなかった。 
□ その他（                  ） 
 

Ｑ８．依頼する企業の地域について条件をつけていますか。 
□ 大学のある地元を中心に 
□ 首都圏を中心に 
□ どこでも 
□ その他（        ） 
 

Ｑ９．実施が決まった企業に対してどのようなことを行っていますか。 
□ 事前に教員（又は職員）が企業と実習内容について打ち合わせを行う。 
□ 実施期間中に教員（又は職員）が企業を訪問し、学生の指導を行う。 
□ 特別なことは行っていない。 
□ その他（        ） 

 
Ｑ１０-1．学生に対して実施前に教育・指導を行っていますか。 

□ 行っている 
□ 行っていない 

 
Ｑ１０-2．行っている方にお訪ねします。（複数回答可） 

□ 事前教育（マナー講座等）をおこなっている 
□ 事後教育をおこなっている 
□ 成果報告会をおこなっている 
□ その他（                               ） 

 
Ｑ１１．派遣中の事故に対する保険はどのように対処していますか。 

□ 派遣に際して新たな保険に加入している。（保険名称；            ） 
□ 大学として加入している保険でカバーしている。（保険名称；         ）  
□ 学生が個別に保険に加入するよう指導している。 
□ 大学としては保険には加入していない。 
□ その他（        ） 

 
Ｑ１２．貴学におけるインターンシップ受入可能な企業数と実際に学生さんを派遣した企業数について

お伺いいたします。 
  ①インターンシップ受入可能企業数：（   ）社 
②学生さんを実際に派遣した企業数：（ ）社 

 
Ｑ１３．学内での受け入れ窓口はどのような部署（担当人数もお知らせ下さい）で行われていますか。 

□ インターンシップ専門担当部署（名称・担当人数：      人） 
□ 教務または学務担当部署（担当部署・担当人数：               人） 
□ 就職担当部署（担当人数：                         人） 
□ 学科事務室（担当人数：                          人） 
□ 担当教員（担当人数：                           人） 
□ その他（   
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Ｑ１４．大学の立場から、派遣する企業、学生に対する要望をお聞かせ下さい。 
 
企業に対する要望 
□ 長期的なメリットを認めて欲しい。 
□ 大学側もプログラム作成に関与したい。 
□ 実施期間に自由度を持たせて欲しい。   
□ 終了後のフォローもお願いしたい。                   
□ 引き受ける学生数を増やして欲しい。 
□ 学生の就職につなげて欲しい。 
□ その他（        ） 

 
学生に対する要望 
□ インターンシップに参加する目的意識を明確に持って欲しい。 
□ マッチング時に自分の希望をはっきり示して欲しい。 
□ 受身の意識で参加して欲しくない。 
□ 最低のビジネスマナー、日常のマナーは事前に身につけておいて欲しい。 
□ 終了後の具体的な成果を知りたい。 
□ その他（        ） 

 
 
Ｑ１５．今後、インターンシップに期待する成果はどのようなものをお考えですか。（3項目まで選択可） 

□ 学生の勉学意識の向上 
□ 講義内容の重要性・必要性の認識 
□ 実務の体験 
□ 企業における業務内容の理解 
□ 一般社会や企業でのルールの勉強 
□ 就職活動に役立つ経験 
□ 就職時のミスマッチング回避 
□ 大学のＰＲ 
□ 教員と企業の接触による研究活動の活発化 
□ その他（        ） 

 
 
Ｑ１６．今後、インターンシップを実施する場合の課題として、どのようなものがありますか。（3項目

まで選択可） 
□ 学内の協力体制を整備する。 
□ 学内に専任の担当者を置く。 
□ 必修科目として単位を認める。 
□ 選択科目として単位を認める。 
□ 就職活動に結びつける。 
□ 実施時期に自由度を持たせる。 
□ 効果的なプログラムを作成する。 
□ 学生の意欲・目的意識を高くする。 
□ 受入先の確保を容易にする。 
□ 企業との協力体制を充分に取る。 
□ その他（    
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Ｑ１７．インターンシップ受入企業の分類で「大企業」「中小企業」のイメージをおきかせください。 
（日本の中小企業の役割は大きなものですが大企業指向の就職状況の中、「中小企業」の呼び名に抵

抗を感ずる方々も多いので。） 
 
①大企業のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②中小企業のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③大・中・小企業の呼称についてどのようなイメージを持たれますか 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ１８．内閣府の提言する「人間力」についてお伺いします。 
□ 活用している 
□ 活用していない 
□ その他（                                ） 

 
（「人間力」の評価法を確立しておられましたら下記にお書きください） 

 
 
 
 
 

 
 
Ｑ１９．経済産業省の提言する「社会人基礎力」についてお伺いします。 
□ 活用している 
□ 活用していない 
□ その他（  
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Ｑ２０．「社会人基礎力」についてお伺いいたします。 
□ 情報が知りたい 
□ すでに社会人基礎力評価シートを使用している 
□ その他                                      

 
Ｑ２１．「社会人基礎力」が大学と学生と企業の共通指標となっていますか？ 
□ 共通指標となっている 
□ 共通指標となっていない 
□ その他（                             ） 

 
（「社会人基礎力」の評価法を確立しておられましたら下記にお書きください） 
 

 
 
 
 
 

Ｑ２２．キャリア教育について（複数回答可）※実施の場合は選択科目か必須科目かもお答えください。 
□ 実施している 
□ 実施していない 
□ 選択科目である（単位数；  単位） 
□ 必須科目である（単位数；  単位） 
□ その他（         ） 

 
Ｑ２３．貴学のインターンシップの位置づけ等についてお伺いします。（複数回答可） 
□ 授業の一環としてインターンシップを実施 
□ 就職の一環としてインターンシップを実施 
□ 就職の一環として実施している場合は「インターンシップ」という名称を変えるべきだ 
（変える場合の名称；                            ） 
□ その他（           ） 
 

Ｑ２４．今後、何名くらい学生さんをインターンシップに送りだしたいですか？（現在の在校生数もお

知らせください） 
 

   名 
（在校生数：    名） 

 
Ｑ２５．海外インターンシップの実施についてお伺いします。 
□ 大学が責任をもって実施している 
□ 他団体（企業等）に委託して実施にている 
□ 実施していない 
□ その他（         ） 

 
Ｑ２６．アンケートにご協力いただいた方の所属機関名（大学名等）をＨＰ等に掲載してもよろしいで

すか？ 
□ 許可する 
□ 許可しない 

 
お願い）行政にアンケート集計結果を報告する関係で、同アンケートは平成１９年１１月３０日（金）

までにご提出いただけますようお願いいたします。 


